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＊欠席者は必ず目を通し、知らなかったという事のないようにしましょう。

＜連絡事項＞

· 第１回目の小坂先生の勉強会は終了しました。７月は看護課の女性職員対象です。評価の対象にもなります。各病棟スタッフへの呼び掛けお願いします。予定表は、後日掲示します。

· 事故報告書・Ｍ-ＳＨＥＬＬ分析表は、事故が起きた当日又は最低でも翌日までには提出するよう呼び掛けお願いします。

· 次回、委員会開催日は７月２０日です。

　　＜事故報告分析の進行状況について＞

　・過去2年間（Ｈ15・16年）のデーターの事故報告分析について、H15.H16どちらとも３ヶ月分は終了しました。転倒によるケガが一番多く発生しています。引き続き事故報告分析行なっていきます。次回の定例会議日に、進行状況について報告します。

　　

＜事故報告書について＞

· 事故報告書・Ｍ-ＳＨＥＬＬ分析表の提出遅れがある為、大谷地さんに管理表を作成して貰いました。内容・項目については、事故発生日、内容、報告日、Ｍ-ＳＨＥＬＬ提出日、再提出日等です。この管理表を、各病棟の役職者や課長に確認して頂き、ＯＫが出次第活用していきたいと思います。

· 管理表は、各部署の安全対策委員が責任を持ってチェックしていきましょう。

＜７月のアンケートについて＞

目的：医療事故に対する意識確認

· 事故報告は行なっていますか？など、どういうことを聞くのか、昨年度のアンケート表を元にし担当者は、質問の内容を検討しましょう。早めに作成し委員長に確認とって下さい。

・　アンケートの集計については、各病棟の委員の人が自分の病棟の分を集計しアンケート担当者へ提出する。アンケート担当者は、病棟から集まったアンケートの集計を全てまとめ、委員長・課長に確認をとり庶務前へ掲示していく。

＜院内勉強会について＞

・　教育委員会から勉強会の依頼があり、７月２９日勉強会を開く予定となりました。

　　内容→医療事故に対する意識作り

　  方法→グループワークにし話し合って貰い、各グループに発表して貰う形とする

・　当日出勤の委員の方は協力お願いします。

＜発言録＞
	発言者
	発言内容

	藤　原

	事故報告書分析についてですが、過去2年間のデーターをもってきて、どのような事故が多いか調べてみることにしていましたが、担当者は進行状況報告お願いします。

	沢田
	15年度とH16年度の事故をまず調べています。現在までに3ヶ月分まで終了しています。転倒事故の報告が多いです。引き続き実施していきます。

	藤　原
	事故分析については、多い事故は何か、その事故はどのような原因が多いのか分類し、それぞれ分析していく事にしますので引き続きお願いします。次回定例会議までにはある程度どのような事故報告があるのか報告して下さ

	藤　原
	事故報告、M-SHELL分析提出管理表についてですが、大谷地さんに書式を作ってもらいました。内容・項目については、事故発生日、内容、報告日、Ｍ-ＳＨＥＬＬ提出日、再提出日等です。ご意見お願いします。

	中　村
	各病棟ごと、事務、診療課など分けて入力出来る様にしておくと管理しやすいのでは無いかと思います。

	全員
	その方が分かりやすいと思います。

	藤　原
	書式については他管理者や課長等に確認を取り導入していきたいと思います。管理表については最終確認は私が実施しますが、各部署の委員がチェックをし提出されているのか確認するようにしていきましょう。

	藤　原
	事業計画の7月予定としていたアンケートについて、どのような質問内容にするのか担当者は前年度アンケートを参考にし内容決定してください。職員の医療事故に対する意識や事故があった際に報告するという意識がどの程度なのか確認していきたいと思います。

	赤　坂
	いつまでにアンケート作成するとよいですか？どのように集計していくと良いですか？

	藤　原
	では7月15日までに私まで提出して下さい。集計は各委員がその部署から提出されたアンケートを集計し、最終的な確認と掲示をアンケート担当者が実施していきましょう。


